
住民総出で堤防の切り通しを
角材、土のうでふさぐ準備
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切り通しに濁流がせまる
市役所、消防本部、消防団も待機
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さらに角材を最高位まで積み上げる
12

川幅いっぱいに増水した姉川



そなえる対策（避難計画）の取組み
【 STEP 1 】水害図上訓練
 地域の強み、弱み、課題等を抽出

 現地確認により危険箇所、避難経路を確認

【 STEP 2 】洪水時避難計画の検討
 訓練で出た意見・課題に対して解決策の検討

 アウトプットとして洪水時避難計画を作成
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【 STEP 3 】洪水避難訓練
 「いざ！」という時に備えて訓練を実施

 避難計画の検証、見直し

地図作成・課題検討 現地確認

第1回平成22年12月（役員7名）
第2回平成23年 7月（住民22名）

平成24年3月計画(案)作成

平成24年11月洪水避難訓練



【 STEP 1 】 水害図上訓練
 地域の強み、弱み、課題等を抽出

 現地確認により危険箇所、避難経路を確認
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避難等における問題点 日頃からできること

避難 避難に関するマニュアルがない
避難所がどこか決まっていない

訓練を何度も繰り返し、問題をつかんでおく
避難するタイミングを確立する
避難場所・経路等を確認しておく

情報伝達

組織
自治会の指揮命令・組織の確立
各組による安否確認の方法を決めておく

安否確認の方法を決めておく
過去の水害体験を伝承する
定期的な子供の学習の場を設ける

現地
水路や漏水など危険な箇所がある
切通しの対応は少人数では無理で準備に

時間がかかる
危険箇所を周知する

要援護者 一人暮らし、要介護者への対応 一人暮らし、要介護者への誘導方法を決める

現地確認地図作成・課題検討 成果発表

参加者意見【抜粋】

第1回平成22年12月（役員7名）
第2回平成23年 7月（住民22名）



15洪水時の河川状況を知るために
大井橋に量水標と水位看板も設置しました。



【 STEP 2 】 洪水時避難計画の検討
16

大
井
町
洪
水
時
避
難
計
画

（案）

 大井町の実情に応じた“避難場所、避難ルート、

連絡体制、切通しの作業等“の具体的なルールづくり



【 STEP 3 】 洪水避難訓練
 「いざ！」という時に備えて訓練を実施

 洪水時避難計画を検証し、問題点を見直す

17

平
成
24
年
11
月
11
日

大
井
町
総
合
防
災
訓
練

避難・安否確認 応急処置

土のう積み土のう作り


